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Rhab ぷ携g ／四 即旨 に関する研究 ②

関　 谷　　 竜　 吉

岐阜大学医学部寄生虫学教室 （森下哲夫 教授）

（1965 年10 月16 囗受領）

著者は第1 報（1964）で 尺加Z法 臨 属線 虫の中で人体

に最 も多 く見出され ると思 われるR ．　elo？igataの土壌中

における生態調査，小動物 への感 染性 および耐酸性等に

ついて報告した．　Rhab ぷ治 属線 虫の化学薬品お よび色

素等に対す る抵抗につい ては，北畠 （1954）お よび大橋

（1957 ）等 の報告があ る．し かし母 虫から産 下された卵殻

内幼虫，母 虫子宮内幼 虫お よび母 虫子宮 内卵殻内幼虫 の

抵抗性 の報告は殆 んどない ．著 者は人体感 染 と関連する

種々な因子 を研究するた め，尺．　elongata　（南株）を用い

て各種薬品 に対し て卵殻 内幼虫の抵抗性を観察し，併せ

て幼虫 との抵抗に対す る比 較を行 ない ，い ささか知見を

得 たので， ここに報告す る．なお母 虫から卵お よび幼虫

の産下 される条件，そ の他 につい ても併せて報告する．

実 験 方 法

K20 平板培地 （桑葉末20　9，　寒天末29 ，水100　ml ）

に て5 －6日培養し たR ．　el四即zα（南株） を純水で数回

洗滌し ，沈 渣中の虫体を約200 隻アトラ ンダムに取 り，

（成 虫と幼虫の比は概 ね30　：　70）各試薬液10　ml　中に投

じ 解剖 顕微鏡（×10）又は顕微鏡（40×10）下で観察 を行 な

っ た．判定は全 く動かなくなっ た状態を以っ て死滅し た

ものと考え，それに要し た時間を測定し た．実験 は冬期

から夏期に亘っ て行なっ たた め，室温は実 験毎 に異なっ

ていたからその都度室温を記録し た．

下記表中，（卅）は 全虫体 の約70 ％ が運動活 発で，屈

曲並びに前進運動をしている ものを示し，（朴）は全 虫体

の約30 ％屈 曲並びに 前進運動をし てい るものを 示 し，

（ 十）は約10 ％運動をしてい るものを示し，（±）は運動不

活発で頭部および尾部 のみを動 かす虫体で極く僅かに生

存し てい ると認 めら れるものを示 し，（－）は全く運動停

止せ るものを示す．成 虫，幼 虫お よび卵幼虫の区分は，

第1 報（1964）に従っ て雌成 虫では腟の開口が認 められる

もの，雄成 虫で は交接 刺の判然と認 められるも の，幼虫

は第4 期 幼虫以下 を幼虫と称 し，卵幼虫とは母虫から産

下 された卵殻内幼虫，母虫体内幼 虫お よび母 虫子宮内卵

殻 内幼虫を一括して卵幼虫 と称し た．

各種薬品に対 する抵抗

殺菌 消毒剤Chlorhexidine に対す る 本 虫の 抵抗性は

‘Hibitane　’　Concentrate　（住友化学工業製品） を用いて

行 なっ た．‘Hibitane　’　Concentrate　の一般 殺菌消毒に用

い る推奨希釈度は250 倍希釈 液 （実際の‘Hibitane　’　濃

度 は1 ／5，000）であ る． この25 倍希釈液（実際の‘Hibi －tane

’　濃度1 ／500）お よび250 倍希釈液 （実 際の‘Hibi －tane

’　濃度1 ／500）中での本虫の抵抗は強 く，第1 表の如

く，両希釈液共に120 時問浸漬し ても活 発に運動を行な

う成 虫，幼虫お よび卵幼 虫が認 められ，本剤はこの程度

の濃度では本虫に対し て 毒性 は 少ない こ とが 認 められ

た．

Merzonin 　（武田製 薬製造）はエチル水 銀チオサルチル

酸ナトリ ウムの製剤 で， この 実 験には，　Merzonin 末 の1

，000倍水溶液お よび100 ，000倍水溶液を 用いて行 なっ

た．　1，000倍水溶液 中では成 虫および 幼虫は2 時間で動

かなくなっ たが， 卵幼 虫は72 時間経ても 運動活発 なも

のが認められ た．　100，000倍液中では成 虫， 幼 虫お よび

卵幼虫は ともに120 時間 経ても生存している ものが認 め

られ た．第2 表 の如 く，　1，000倍液中では 成虫お よび幼

虫 と卵幼虫 との抵抗差 は大きく，卵幼虫は本剤 に対し て

強い抵抗性 を有 することが認められた．

アルコ ールに対 する 仞z晶 ぷ冶 属線 虫の 抵抗につい

ては， さき に大 橋（1957）によっ て報告されてい ると同様

に本 虫におい ても局方 アルコールでは，成虫お よび幼 虫

は5 秒以内 に死滅 し強い 害を示 す．卵幼虫 に対し ても有

害で4 分内 に死滅 する．雌成 虫にあっ ては，15分 で腟口

が大 きく開き，体長は約1／2に縮み，45 分 を 経 過す ると

子宮お よび卵巣 はくずれて原型を保ってい ない ．

沃度沃度カリ ウム液（沃度2 ．09，沃度 カリウム4 －0　g，

水100　ml ）の10 倍，　100倍，　200倍および1 ，000倍希 釈

（30 ）



室 温18 ±2 °C
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濃　　 度

Hibitane
500 倍稀釈液

Hiditane
5，000倍稀釈液

虫体区分

成　 虫
幼　 虫

卵幼 虫
一
成　虫
幼　虫
卵幼虫

1

卅
卅
卅

卅
卅
卅

第

第1 表　Hibitane

所　要　時　間 （時）2

3　　6　　12　　24　　48

卅
卅
卅

2

卅
卅
卅

表

卅
卅
卅

卅
卅

卅

卅
卅
卅

卅
卅
卅

卅
卅
卅

卅
卅
卅

朴
丑

卅

升
升
卅

升
升
卅

升
朴
卅

マ

72

升
升
卅

廿
升
卅

96

朴
升
卅

昔

朴
卅

室 温18 ±2 °C

120

朴
朴
卅

升
丑
卅

濃　　 度

マーソニン1
，000倍液

マ ーソ ニン100
，000倍液

虫体区分

成　虫
幼　虫
卵幼虫

成　 虫
幼　虫
卵幼虫

1

丑

升
卅

卅
卅
卅

2

＋
＋
卅

卅

卅
卅

3

一一

一
桁

枡
卅
卅

ソエン

ー

－

一

卅

丑
冊

卅

第3 表　 ア ル コー ル

要　 時　 問　（時 ）12

24　　　48

－　　 －　　 －

一　　 一　　 －
枡　　 卅　　 卅

朴
升
卅

＋
＋
卅

＋
＋
卅

72　　　96　　120

－　　 －　　 一

一　　 －　　 一

升　　 十　　 一

＋
＋
卅

＋
＋

朴

室 温14 ±1 °C

＋
＋
升

濃　　 度

局 方 アノレコ ー ル

虫体区 分

成　虫
幼　虫
卵幼虫

第

1

升
冊
卅

4
表

2

＋
＋
卅

3

十一

士

卅

所　要　時　 間 （秒）

4

一一

一
桁

沃 度 沃 度 カ リ ウ ム液

5
30　　　60　　120　　180　　240

一　　 一　　 －　　 －　　 －

一　　 一

卅　　 卅

－

卅

－　　 一

卅　　 丑

室 温18 ±10 °C

一

一

濃　　 度

沃度沃度カ リウム10
倍稀釈液

同　100 倍稀釈液

同　200 倍稀釈液

同　1 ，000 倍 稀 釈 液

虫 体 区 分

成　虫
幼　虫
卵幼虫

成　 虫
幼　 虫
卵幼 虫

成　 虫
幼　虫
卵幼 虫
一
成　 虫
幼　 虫
卵幼 虫

所　要　時　問 （時）

1／60　1／30　1／20　1／12　1／6

士

土
＋

＋
＋
升

＋

＋

卅

卅
枅
卅

一

什

士
＋
卅

卅
卅
卅

液を用い，本虫の抵抗性を観察した．IO倍希釈液中では

成虫，幼虫および卵幼虫共に2 分以内に死滅した100

倍希釈液中では成虫および幼虫は2 分以内に，卵幼虫は10

分で死滅した．　200倍希釈液中では成虫および幼虫は

共に5 分以内に死滅したが，卵幼虫は48 時間経ても卵

－

＋

－

卅

卅
卅
卅

（31 ）

一

一
－

一
一

＋

一

桁

卅
卅
卅

－

一

一

－

＋

一

一
卅

卅
卅

卅

1／2　　1

一

一
卅

一

一

卅
卅
卅

一

桁

卅
卅
卅

6

一
一
一

一

一

－

卅

卅
卅
卅

12　　　24

～
一　　 一

一　　 一

一　　 －

－

一

卅

卅
卅
卅

一

朴

升
升
卅

48

一
一
一

一

卅

十 卜

升

卅

殼内で活発 な運動 を行 なうものが認 めら れた．

この濃度におい ては成 虫および幼虫 と卵幼 虫との間に

大きな差が認 めら れた．　1，000倍希釈液では 何 れの層に

も殆ん ど害 がなく48 時間経過して も 活発に 運動 するも

のが多く認 めら れた．
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濃　　 度

5 ％フォル マリン
溶液

1 ％フォル マリン
溶液

濃　　 度

1 ％石炭酸

0 。5％ 石 炭 酸

0。1％石炭酸

濃　　 度

5 ク％レソ ール
石鹸液

1 ％ク レ ソ ーノレ

石 鹸 液

0。5％ クレゾール
石鹸液

虫体区分

成　虫
幼　虫
卵幼虫
一
成　 虫
幼　虫
卵幼虫

虫体区分

成　虫
幼　虫

卵幼 虫
一
成　虫
幼　 虫
卵幼 虫

卵 幼虫

虫 体 区 分

成　虫
幼　虫
卵幼虫

成　虫
幼　虫
卵幼虫

成　虫
幼　虫
卵幼虫

第

第5 表　 フォルマリン液

1／60

朴丑

卅

丑

升
卅

1／30

＋
＋
卅

＋
＋
丗

第6 表　 石

1／60

十 卜

丑

卅

卅
卅
卅

卅
卅
卅

7

1／20

＋

十

十卜

＋
＋

升

炭

1／30　1／20

＋

＋
卅

丑
廿
卅

卅
卅
卅

一

一
丑

＋
＋
卅

卅
卅
卅

所 要 時1

／6　1／2

一

一

＋

＋
＋
升

一

一
＋

一

一
＋

酸 液

一
所　要　時1

／12　　1／6

一　 一

±

土
井

朴
升
卅

一

升

升
廿
卅

表　局方 クレゾ ール石鹸 液

1／60　1／30　1／20

±
士
卅

＋
＋
卅

卅
卅
卅

一

桁

＋
＋
卅

卅
卅
卅

フォルマリン液は，　1 ％，　5 ％溶液 を用い試 みた．　1

％溶 液お よび5 ％溶液に対して体虫 の抵抗 は両者間 にお

い て殆 んど差を認 められなかっ た．成虫お よび幼 虫は5

分内に死亡し，卵幼虫は15 分内 に 運動 をし なく なり死

亡 した．大橋（1957）は 沢汕ろぷ詒 属線 虫のフ ォルマリ

ンに対 する抵 抗は成虫と幼虫 との差は なく， これが本 剤

の特徴であると述 べている が，こ の実験におい ても成 虫

と幼虫の抵抗差は殆 んどなく，両者 と卵幼 虫との間にお

い ても僅 かの差しか認 められ なかっ た．

流動石 炭酸　1 ％，　0．5％ お よび0 ．1　％溶液 を用い て

本 虫の抵 抗性を観察した．　1％溶液で は成 虫お よび幼虫

一

冊

土
＋
卅

朴
廿

卅

間
－
1

一一

一
一

一

一

一

間
－
1／2

一
一
一

－

＋

朴
升
卅

所　 要　 時　 間1

／2　　 工　　　3

一

朴

一

卅

升丑

卅

－

＋

一

卅

土±

卅

（ 時 ）

－

－

一

一

（時 ）

－

一

一

室 温14 ±1°C

3
4

一
一

室温25 ±1°C

2

一
一

一

升　　 升
升　　 升
卅　　 卅

（時）
－6

－
－
－

6

一
一

一

－　　 一

卅　　 十卜

－
－　　 一

一　　 一
卅　　 卅

升
升
卅

室 温 工5±2 °C

5

一
一

一

一

一

一

一

12

一
一

一

一

一

一

12　　　24　　　48

－

＋

一

一

－　　 一

桁　 桁

一
一
一
一
一
一
卅

は3 分で動かなくなっ た．

卵幼虫において も5 分で殆 んど動 かなくなっ た．虫 体

は7 分経過する と暗黒色に変じ，各 器管 の区分が不鮮明

となっ た．　0．5％溶液中 では成 虫お よび幼 虫は10 分で殆

ん ど動かなく なり30 分 では死滅し た．卵幼虫は30 分で

僅かに運動する ものが認 められたが，1 時間後には全く

動かなくなっ た．　0．1％溶液 中では，成 虫および 幼 虫は6

時間生存す るものが認 められた．卵幼虫は6 時間で は

活発に運動を行 なっ てい たが12 時間では死滅し てい た．

石 炭酸液中で は成 虫お よび幼 虫と，卵幼虫 との間におけ

る抵抗 の差 は僅 かであっ た．



濃　　 度

ノヽイ アミ ン100 倍
稀 釈液

ノヽイ アミン1 ，000倍
稀釈液

濃　　 度

ライ ポンF10 倍
稀釈液

ライ ポンF　500 倍
稀釈液

濃　　 度

0．1　％

ア クリノール液

虫体
区分

虫体区分

成　虫
幼　虫
卵幼虫
一
成　虫
幼　虫
卵幼虫

虫 体 区 分

成　虫
幼　虫
卵幼虫

成　虫
幼　虫
卵幼虫
一
成　虫
幼　虫
卵幼虫

1

卅
卅
卅

2

井
井
朴

第8 表　 ノヽ イ ア ミ ン

所1

2　　　3　　　6

卅
卅
卅

朴
升
卅

卅
卅
卅

十卜

朴

卅

＋

＋
卅

＋
＋
丗

第9 表 ラ イ ポ ンF

1／2 1

卅
卅
卅

册

十 卜

卅

卅
卅
卅

卅
卅
卅

第 10

2

＋
＋
卅

丑
丑

卅

士
＋
卅

＋
＋
卅

要　時
－

12

－

一卅

－
一
卅

（中性洗剤）

一
所　要3

6

＋
＋
卅

＋
＋

卅

－

卅

＋
＋
卅

表　 ア ク リ ノ ー ル 液

3 4

升
升
忸

廿
升
卅

5

＋
＋
卅

所 要
一

6

＋
＋

枡

局方 クレゾ ール石鹸液は，5 ％溶液，1 ％溶液および

・0．5％溶液に対し ての 抵抗試 験を行なっ た．5 ％溶液中

で は成虫お よび幼 虫は浸漬後速 かに死 滅したが，卵幼虫

は1 ．時間経て も卵殻内 で運動 を行 なっ てい る ものが認め

ら れた．

1 ％溶液中 では成 虫お よび幼 虫は3 分で動かなくなっ

たが，卵幼虫 は12 時間 を 経 ても 生 存しているも のが見

受 けられた．　0．5％溶 液では成 虫および 幼虫は3 時間生

存している ものを認 めたが，6 時間後には死滅し た．卵

幼 虫は48 時間経 ても活 発に 運動を 行なっ ていた． クレ

ゾ ール石鹸液 に対 しては，成 虫および幼 虫と卵幼 虫との

抵 抗力は大 きな差 を認 めた．

ノヽイ アミンT（三共 製品）は塩化ベ ンゼ ント ニウム液で

通 称逆性石鹸 液又は陽性石 鹸と称してお り，塩化 ベンゼ

ント ニウム10　w ／v　％ と なっ てい る． ノヽ イア ミン100

倍 希釈液お よび1 ，000倍希釈液に対する本 虫の抵抗 を試

み た．　100倍 希釈 液，　1，000倍希釈液共 に 第8 表 の如く

同 じ様 な成績 が現 われ，成 虫お よで幼虫は6 時間 で死滅

間
－

24

一
－

卅

室温18 ±2°C

（時）

48　　　72　　　96　　120

－　　 －　　 －　　 －

－　　 一

卅　　 册

－　　 一

卅　　 卅

一

升

一　　 ―

卅　　 朴

室 温16 ±1 °C

一

升

一

朴

時　 間 （時 ）

12　　　24　　　48　　　72　　　96　　120

－　　 一

卅　　 卅

一

冊

一

升

－　　 一

卅　　 丑

－

＋

一

朴

－

＋

室 温15 ±2 °C

－

－
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時　間　（時）

12　　24　　48　　72　　96　120　144

－　　－　　－　　一　　一　　－　　－
土　　－　　－　　－　　－　　－　　－
卅　　卅　　卅　　卅　　卅　　朴　　十

したが，卵 幼虫は120 時間経て も活発 な運 動を行 なうも

のが認 められた．ノヽ アイア ミンT 液 に対し ては本虫 は抵

抗が強 く， 卵幼虫に殆 んど害 がない様 であっ た．

ライ ポンF （ライオ ン油脂製品）は主成分Alkyl　ben －zene

sulfonate　であっ て，一般に は 中性 洗剤 と称し ，野

菜，果 物お よび食器等 の洗滌に用い てい る．標準 使用量

は500 倍 希釈液である． 本 虫の 実験には10 倍希 釈液お

よび500 倍希釈液を用い た．10 倍希釈液中 で は 成 虫お

よび 幼虫は3 時間生存 し てい た． 卵幼虫 は72 時 間経 て

も生 存する ものが認 められた．　500倍液で は 成 虫および

幼 虫は12 時間生存し， 卵幼虫は96 時間生存し ている も

のが認 められ た．本 虫はライポ ンF に対し ては抵抗が強

く，成 虫および幼 虫と卵幼虫との間におけ る抵抗力 の差

は第9 表 の如く大 であっ た．

0．工％ア クリノール溶 液 を 用いた 実験 では第10 表 の

如 く，成虫は12 時 間で動かなくなっ たが，幼虫（第3 期

幼虫，第4 期幼 虫のみ） は僅かに頭部お よび尾部を動 か

す ものが認 められた．卵幼虫は144 時間 浸漬して も活 発

（　33　）
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濃　　 度

2 。0％ マ ー キ ロ ク ロ ム

濃　　 度

0 。1％ ゲ ン チ ア ナ

バ イ オレ ット 改

濃　　度

スル ファメト ミジン10
w／v　％

スル ファメト ミジン5
w ／v　％

濃　　 度

虫体区分

成　 虫
幼　 虫
卵幼 虫

虫体区分

成　 虫
幼　 虫
卵 幼虫

虫 体 区 分

成　 虫
幼　 虫
卵 幼虫

成　 虫
幼　虫
卵幼虫

マイシ リン6 ，000単位

マイシ リン3 ，000単位

マイシ リン1 ，500単位

マイシ リン1 ，000単位

濃　　 度

クロロマイ セチン0
．25　（力価）

第11 表　マ ーキロクロム液

1

卅
卅

卅

2

升
卅

卅

6

朴
升

卅

所　 要　時　間 （時）

12

＋
＋

卅

24　　　48

一　　 一

一　　 一

桁　　 一

室 温26 °±2 °C

第12 表　ゲンチア ナバイ オレット溶 液

第

1

卅
卅
卅

13

1／2

十卜

升

卅

卅
卅
卅

3

卅
卅
卅

6

卅
卅
卅

表　 スル フ ァ メ

1

＋
＋
卅

升
斗
卅

2

一一

一
什

＋
＋
卅

72　　　96　　120　　144

一

一

一

一　　－
一　　 一
一　　 一

室温13 ±1°C

一

一

一

所　要　時　間 （時）

12　　24　　48　　72　　96　120　144

卅
卅
卅

丑
＋
卅

ト ミジン

ー

所　 要　時6

12

一　　 一
一　　－
卅　　 卅

＋
＋
卅

第14 表　 マ イ シ リ ン

虫 体 区 分

成　虫
幼　虫
卵幼虫
一一
成　虫
幼　 虫
卵幼虫

成　虫
幼　虫

卵幼虫
一
成　虫
幼　虫
卵幼虫

1

卅
卅
卅

卅
卅
卅

卅
卅
卅

枅
枅
卅

6

卅
卅
卅

卅
卅
卅

卅
卅
忸

卅
卅
卅

土
＋
卅

＋
＋
卅

同一24

一
一
一
朴
一
一
一
朴

一

一
丑

（時）
－48

－
－
－
＋

－
－
－
＋

－　　 －
－　　 一
幵　　 十

室温25 ±1°C

一

一
＋

72　　96　　120

－

室 温18 ±2 °C

所　要　時　間　（時）

12　　　24

卅
卅
卅

卅
卅
卅

卅
卅
卅

卅
卅
卅

第15 表　 ク ロ ロ マ イ セ チ ン

所

虫 体 区 分

成　 虫
幼　 虫
卵幼 虫

1

卅
卅
卅

6

卅
卅
卅

12

卅
卅
卅

卅
卅
卅

卅
卅
卅

卅
卅
卅

卅
卅
卅

要
一
24

卅
卅
卅

48

卅
卅
卅

卅
卅
卅

卅
卅
卅

卅
卅
卅

72

朴
升
卅

升
朴

卅

幵
升
卅

升
升
卅

96

升
朴
卅

升

升
卅

升
升
卅

升
升
卅

120

＋
＋
升

＋
＋
幵

＋
＋
升

＋
＋

升

室温18 土re

時　間 （時）
－
48　　　72

卅
卅
卅

分
冊

卅

96

分
冊
卅

120

升
丑
卅

一

一

144

＋
＋
朴

＋
＋

升

＋
＋
廿

＋
＋

升

144

＋
＋
卅

（　34　）



濃　　 度

局 方 稀 塩 酸

局方稀塩酸2
倍稀釈液

濃　　 度

ウスタ
原

－ ソ

液

虫 体 区 分

成　虫
ス　　幼　

虫

ウスターソース2
イ音稀釈液

ウスターソース5
イ咨稀釈液

ウス タ ーソ ース20

倍 稀 釈 液

卵幼虫
一
成　虫
幼　 虫
卵幼 虫

成　虫
幼　 虫

卵幼 虫
一
成　 虫
幼　 虫
卵 幼虫

虫 体
区 分

成　 虫
幼　 虫
卵幼 虫
一
成　 虫
幼　 虫
卵幼 虫

第16 表 局 方 稀 塩 酸

所　要　時

1／60　1 ／30　1 ／12　1 ／2

－　 一　 一　 －

－　　 一
卅　　 卅

－　　 －
－　　 －
卅　　 卅

一

卅
－
一

一
卅

一

卅
－
一

一
卅

1

一

一
卅

一

一
卅

第17 表　 ウ スタ ー ソ ー ス

所　 要

1／60　1／30　1／12　1／2　　1

＋
＋
卅

＋

一
冊

卅
卅
忸

－

一
升
一
一
一
朴

卅
卅
卅

－

一
升
一
一
一
朴

廿
朴
卅

一

一
十

－
一

一
＋

卅
卅
卅

卅
卅
卅

卅
卅
卅

昔
昔
卅

卅
卅
卅

に運動を行 なうものが認 められた．この室温（15±2 °C）

下で は卵殻内幼 虫は144 時間経ると 約95 ％ が 卵殻 を脱

出し てい る．こ の実験では成虫，第1 期幼虫お よび 第2

期 幼 虫は抵抗 が弱 く， 第3 期幼虫および第4 期幼 虫は前

者に比し て儘 かに強い ，卵幼虫は最 も強く殆 んど害 を受

け ない様 に推 察された．

マ ーキロクロームは2 ％溶液を用いて試み た．成 虫お

よび幼 虫は12 時 間浸漬したものでは 蓖かに 動い ている

もの認 められたが，24 時間後には 死 滅してい た． 卵幼

虫は48 時間 で死滅し た．

0．1％ゲ ンチ アナバイレ ット溶液を用い て本 虫の 抵抗

性 を観察し た．成 虫お よび 幼虫は48 時間生存し ， 卵幼

虫 は144 時 間経ても生 存している ものが認 められた．前

述0 ．1　％アクリノール溶液 と同様に0 ．1　％ゲンチアナバ

イレ ット液 では卵幼虫に対して殆 んど害を与 えない もの

と推 察された．

持 続性 サル フ ァ剤スルフ ァメト ミジン10W ／V％溶液

お よび5W ／V ％溶 液を用い本虫 の 抵抗 を観 察した．10W

／V ％溶液中では成虫お よび幼 虫は2 時 間で 勣かなく

な り死亡したが，卵幼 虫は48 時間経 ても 生 存している

一

一
＋
－
一
一
十

＋

＋
卅

卅
卅
卅

6

一
一

一

一

一

一

＋
＋
卅

卅
卅
卅

2

一

朴

一一

一
桁

問 （時）6

一

一
升

一

一
卅

12

一一

一
一
一
一
一
桁

室 温15 ±2 °C

24　　　48　　　72

－　　 －　　 一

一　　 －　　 一

一　　 －　　 －

一

一
升

－

35

室温19 ±2°C

時　間 （時）

12　　24　　48　　72　　96　120　144

－　　一　　一　　一　　一　　一　　一
一　　－　　－　　－　　－　　－　　一
一　　一　　－　　－　　一　　一　　－

一

一

一

桁

－

－

－

十卜

－

一

一

＋

卅
卅
卅

卅
卅
卅

卅
卅
卅

一

一

十

卅
卅
卅

一

一

卅
卅
卅

卅
卅
卅

－

卅
卅
卅

ものが認められた．　5W ／V　％溶 液中では 成虫お よび幼

虫は12 時 間生存し，卵幼虫 は48 時間生 存していた．第13

表 に示 す如く，卵幼虫は 何れの濃度 も48 時間で 僅 か

に生存 し72 時問で死滅してい るが， この 実験の 室温は25

±1°Cで卵殻内幼虫は44 時 間経 ると，約95 ％ が殻 を

脱出し，72時間 経過する と卵殻内幼 虫は全く認 める事が

出来得 なかっ た．

20 万単位 ペニシリンに 対する 尺ゐ晶 ぷ治 屆線虫の抵

抗 につい ては， さきに大橋 （1957） は成 虫および幼虫は25

時間生存 せる虫体を認 めたと 報 告している．著者 は，

マイ シリン6 ，000単位，3 ，000単 位，　1，500単位お よび1

，000単位 にお ける 尺f 朏ぽ 心 （南株） の抵抗を 観察

し た．第14 表に示す如 く，各 単位共 に 成虫，幼虫お よ

び 卵幼 虫は144 時間浸漬し ても生 存している虫体 が認 め

られた．マイシリ ンは24 時 間毎に取り換えた．

クロロマイセチ ン は サクシネ ット0 ．25　g　（力価） を10

ml　純水に溶 かし，この溶液中にR ．　elongala　（南株）約200

隻 を投 入し，24 時間毎に溶 液を取り換えて抵抗 を観

察し た．成 虫，幼虫お よび卵幼虫何 れ も が 抵抗強く，144

時 間経 ても活発 な運動 を行な う 虫体が認 められ， ク

（35 ）
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濃　　 度

醤　 油　原　液

醤油2 イ咨稀釈液

醤 油5 倍稀釈液

醤 油20 倍 稀 釈 液

純 水

濃　 皮　虫体区分

食　 酢
成　虫
幼　虫
卵幼虫

虫体区分

成　虫
幼　虫
卵幼虫

成　虫
幼　虫
卵幼 虫

成　 虫
幼　 虫
卵幼 虫

成　虫
幼　虫
卵幼虫
一
成　虫
幼　虫
卵幼虫

1／60

＋
＋
卅

第18 表 醤

1／60　1／30　1／10　1

土
士
卅

十一

士

卅

卅
卅
丗

卅
卅
卅

卅
卅
卅

一

朴

一

冊

升
升
卅

卅
卅
卅

卅
卅
卅

第

－

＋

－

＋

＋
＋
卅

卅
卅
卅

卅
卅
卅

19 表

1／30　1／20　1／10　1 ／2

士　　－　　 －　　 一

土　　－　　 －　　 －
卅　　 丗　　 卅　　 卅

ロロマイセチ ン0 ．25　g　（力倆）溶液中では殆 んど影響 を

受けない様である ．

局方希塩酸 （塩酸234 　m凵こ水を 加え1 ，000　m1　とす

る）お よび2 倍希釈 希塩 酸を 用い ての 実験では第16 表

に示す如く成 虫お よび幼 虫は何れの場合も1 分以内に死

滅するが，卵幼虫 は，局方 希塩酸 中では6 時間，2 倍希

釈液中では24 時間生存し てい るものが 認 められ た． こ

の実験で は成 虫お よび幼 虫と卵幼虫問における抵抗差 は

大であっ た．

調味料及び香辛料に対する抵抗

1） 調味料に対する抵抗

ウスターソース（カゴメ製品），2 倍希釈液，5 倍希釈

および10 倍希釈液を用いた．ウスターソースおよび2

倍希釈液では成虫および幼虫は2 分以内に死亡したが，

卵幼虫は1 時間経ても生存している虫体が認められた．5

倍希釈液では，成虫および幼虫は6 時間生存し，卵幼

虫は72 時間経ても卵殻内で動いているものが認められ

た．20倍希釈液中では第17 表に示す如く本虫何れの層

も144 時間経ても活発な運動を行ない虫体の数は増大し

（約1 ，500隻）純水浸漬の場合よりも繁殖および発育は良

－

十一

－

＋

＋
＋
卅

卅
卅
卅

卅
卅
卅

食

一

所
－

一

一

卅

汕

一

所　要　時6

12

－　　 一
一　　 一
一　　 －

一

十

＋
＋

卅

卅
卅
卅

卅
卅

卅

－

－
＋

＋

卅
卅
卅

卅
卅
卅

酢

一

要　時　 間6

12

－　　 一
一　　 一
卅　　 卅

間
－
24

－－

一
一

－

－

＋

丗
卅
卅

卅
卅
卅

室 温20 ±2 °C

（時）

48　　　72　　　96　　120　　124

一

一

－

＋

卅
卅
卅

朴
升

卅

一

一

－

＋

卅
卅
卅

朴
升

卅

－

－

卅
卅
卅

朴
册
卅

室温15 ±1°C

－

卅
卅
卅

升
升
卅

一

一

－

卅
卅
卅

＋
＋
卅

（時）

24　　　48　　　72　　　96　　120　　144

一　　 一　　 一　　 －　　 －　　 －

一

桁

一

卅

一　　 一

桁　　 升

－

＋

一

一

好 であっ た．

醤 油，2 倍希釈液，5 倍希釈液お よび20 倍 希釈液に対

するR ．　elongata　（南株） の抵 抗は，第18 表 に 示 す如

く，醤 油お よび同2 倍希釈液中で は成 虫お よび幼 虫は2

分以 内に死滅し，卵幼虫 は1 時間生存し てい るものが認

められた．

5 倍希 釈液では，成虫お よび幼 虫は6 時 間で憔かに生

存 してい る虫体を認 めた が，12時間 後には死滅 した．菲

幼 虫は72 時 間で生存してい るのが 認 められた．20 倍希

釈 液中では前述ソースと同様に成 虫，幼 虫お よび 卵幼虫

は共に長時 間生存し，比較対照 の純水 に比してこの液中

で は，繁殖 および発育は良好 の様に 思われた．

食酢 に浸漬すると，成 虫お よび幼 虫は2 分以 内で死滅1

するが，卵幼虫は120 時間経て も活発 に運動 を行 なう も

のが認 められた．食酢に対しては成 虫お よび幼虫 と卵幼

虫との間における抵抗の差は大 きく，卵幼虫には殆ん ど

害を与えない もの と推察 され た．

2） 香辛料に対す る抵抗

日常家庭で用い る香辛料に対 する 尺．　elon即Xα（南株）

の抵抗性につい て実 験を行 ない 次の様な結果を得た．

唐辛に対す る実験は，唐辛乾燥末1g に水100　ml　を

（　36　）



試　　 液

唐 辛 煮 出 汁

試　　 液

胡 椒 煮 出 汁

虫体区分

成　虫
幼　虫
卵幼虫

虫 体 区 分

成　虫
幼　虫
卵幼虫

第20 表　 唐

1

卅
卅
卅

第21

1

卅
卅
卅

第22

2

卅
卅
卅

表

2

卅
卅
卅

表

6

卅
卅
卅

胡

6

卅
卅
卅

山

所
－
12

升
卅
卅

－

要　時
－

＋
什
卅

椒

一

所　要　時12

24

卅
卅
卅

升
卅
卅

間
－

48

＋
丑

卅

間
一
48

升
丑
卅

（時）
－72

＋
升
卅

（時）
－72

升
升
卅

室 温25 ±1°C

96

＋
＋

卅

120

＋
÷

卅

室温27 ±1°C

96

＋
升
卅

120

＋
升
卅

室 温25 ±2 °C

144

＋
＋
卅

144

＋
＋
卅
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試　　 液

山 椒 葉 末 煮 出 汁

虫 体 区 分

成　 虫
幼　 虫
卵 幼虫

1

卅
卅
卅

第23

2

卅
卅
卅

表

6

卅
卅
卅

芥

椒

一

所　 要　 時　 間

一一

12　　　24　　　48

卅
卅
卅

升
廿
卅

什
升
卅

（時）
－72

＋
＋

卅

96

＋

＋
卅

120

＋
＋

升

144

＋
＋
升

試　　 液

芥　　 子 汁

虫 体 区 分

成　虫
幼　虫
卵幼 虫

1

卅
卅
卅

2

升
升
卅

6

＋
丑
卅

子

一

所　 要　時

］．2　　　24

＋
册
卅

＋
＋

枅

同
一

48

±

士
卅

室 温27 ±1 °C

（時 ）

72　　　96　　120　　144

一

卅

加え，30分間煮沸し，濾紙で濾過した煮出し汁を用い

た．第20 表に示す如くこの液中では成虫，幼虫および

卵幼虫何れもが144 時間経ても生存している虫体が認め

られ，幼虫のうちでも第3 期幼虫，および第4 期幼虫は

他の幼虫に比して抵抗が強かった．この程度の唐辛汁中

では本虫に与える影響は少ない様である．

胡椒は胡椒末1g に水100　ml　を加え，前記唐辛と同

じ方法を用いた．第21 表に示す如く，この煮出汁の中

では成虫，幼虫および卵幼虫共に144 時間生存している

虫体が認められた．幼虫（第3 期幼虫，第4 期幼虫）は成

虫に比較して僅かに抵抗が強かった．胡椒煮出汁は本虫

に対して毒性が少ない様である．

山椒は，乾燥末lg に水100　ml　を加え以下前記と同

じ方法で行った．この液中では第22 表に示す如く本虫

何れの層も殆んど影響を受けなかった．

芥子は市販の芥子末1g に水100　ml　を加えよく攪拌

し，芥子末浮游液10m 囗こアトランダムに集めた 尺．

ふxz即位（南株）約200 隻投入し観察を行った．第23 表

の如く，成虫および幼虫は殆んど動かなくなったが，卵

幼虫は72 時間経ても活発に卵殻内で運動を行なってい

た．96時間では，成虫および幼虫は腐敗し原型を保つも

のがなく，卵幼虫を見出ナ事が出来なかった．前記山椒

および胡椒に比較すると芥子は本虫に対して毒性が強い

ことが認められた．

生姜は古生姜200　g　を擂り卸し， ガーゼで絞り出し，

更に濾紙で濾過した生姜汁を用いた．生姜汁の中では成

虫，幼虫および卵幼虫何れもが144 時間経ても生存して

おり強い抵抗を示し，殆んど影響を受けない様であっ

た．

ニンニクについては， ニンニク球200　g　を擂り卸し，

ガーゼで汁を絞り出し，さらに濾紙で濾過したニンニク

汁および2 倍に希釈した液で抵抗性を観察した．第25

（37 ）



38

試　　 液

生　　 姜

一

一

一

一

濃　　 度

汁

ン ニ ク 汁

ン ニ ク 汁2
倍稀 釈液

濃　　 度　 虫 体 区 分

サント ニン50mg
／lml

成　虫
幼　虫
卵幼虫

濃　　 度

0．2　mgダ1　ml

虫体区 分

成　 虫
幼　 虫
卵幼 虫

虫 体 区 分

成　虫
幼　虫

卵幼虫
一
成　虫
幼　虫
卵幼虫

1／60

卅
卅
卅

虫 体区 分

成　 虫
幼　虫
卵幼虫

1／2

朴
冊
卅

第24 表　 生

1

卅
卅
卅

2

卅
卅
卅

6

第

升
朴
卅

1 ／60

所－12

朴
升
卅

卅
卅
卅

卅
卅
卅

－

要　時
－

朴
丑
卅

25 表　ニ　ン　ニ　ク

1／12

第

升
朴
卅

升
朴
卅

1／6

士
＋
卅

＋
＋
卅

所 要 時1

／2　1

－　　 一

一　　 一

卅　　 卅

十　　　一一
＋　　　一

卅　　 卅

26 表　 サ ン ト ニ ン

1

＋
＋
卅

第

1 ／60

27

2

朴
廿

卅

±
土
卅

所－6

一
一
一
朴

間 （時 ）48

72

＋
丑
卅

間－2

一
一
一
朴

一

卅

＋
朴
卅

（時 ）

一6

－
－

－

一

朴

室 温27 ±1 °C

96

＋
升
卅

120

＋
＋
卅

室 温27 ±1 °C

144

＋
＋
卅

12　　24　　48

－　　 －　　 一
一　　－　　 －

－　　 －
－　　 －
－　　 一

室温18 ±1°C

一

一

一

要　 時　 聞　（時 ）

12　　　24　　　48　　　72　　　96　　120　　144

－　　 一　　 一　　 一　　 －　　 一　　 一

－　　 －　　 一　　 一　　 一　　 一　　 －
卅　　 卅　　 卅　　 卅　 卅　　 丑　　 十

表　 ヘノボゲン油

1／

＋
＋
卅

1／2

＋
＋
卅

所
－

1

＋
＋
卅

要　 時　 間2

6

上

士
卅

表に示ナ如 く， ニンニク汁中 では 成虫および 幼虫は30

分で死滅し卵幼虫 は6 時 間で動かなくなっ た．2 倍希釈

液中で は，成 虫お よび 幼虫は1 時間で運動する ものはな

くなり， 卵幼虫は12 時間では 全く 動 かな くなっ た．二

ンニクは本虫に対 し 強い 毒性を 有するこ とが 認 められ

た．

駆虫薬その他

サントニンはサンドソール（日本新薬製品）　1　ml中50

mg　濃度）を用いた．成虫および幼虫は2 時間で殆ん

ど動かなくなったが，卵幼虫にあっては144 時間経ても

生存するものが認められた．卵幼虫はサンドソール50mg

液中では殆んど影響を受けない．本虫駆虫に使用す

る場合は，卵幼虫の抵抗を考慮の上，投与を行わなけれ

一

一
升

（時）
－12

室 温20 ±2 °C

48　　　72　　　96

－　　 －　　 一

一　　 －　　 一

一　　 一　　 －

ばならない．

ヘノボヂン油1m1 中0 ．2　mg濃度の試薬を用いた．

成虫および幼虫は2 時間で殆んど動かなくなったが，卵

幼虫は6 時間で活発な運動を行っているものが見受けら

れたが，12時間経ると全く動かなくなり死滅した．ヘノ

ボヂン油は卵殻内幼虫に対してもかなり有毒であること

が認められる．

ピペラジンは1m1 中100　mg，　50　mg，　10　mg，　1　mg

および0 ．1　mgの各濃度で実験を行なった．100　mg　お

よび50　mg　においては，成虫および幼虫は5 分以内に

死滅し，卵幼虫は2 時問以内に死滅した．10　mg　以下の

濃度では成虫，幼虫および卵幼虫共に120 時間において

も生存する虫体が認められた．ピペラジンは比較的成虫

および幼虫と卵幼虫との間における抵抗力 の差は小さ

（38 ）



濃　　 度　　 虫 体 区 分

100　mg

50　mg

10　mg

1　mg

0．1　mg

試 薬 名　　 虫 体 区 分

人工胃液
成　 虫
幼　 虫
卵幼 虫

試 薬 名

人　 工　 腸　 液

成　虫
幼　虫
卵幼虫

成　虫

幼　虫

卵幼虫
一
成　虫
幼　虫
卵幼虫

成　虫
幼　虫
卵幼虫

成　虫
幼　虫
卵幼虫

1／60

＋
＋

卅

虫 体 区 分

成　 虫
幼　虫
卵幼虫

1／60

＋
＋
卅

＋
＋
卅

卅
卅
卅

卅
卅
卅

卅
卅
卅

1／30

士
土
卅

第28 表　ピ ペ ラ ジ ン

所　要　時1

／20　1／12　1／2　　1　　2

士±

升

十一

土

卅

卅
卅
卅

卅
卅
卅

卅
卅
卅

一

一
朴

一

一
升

卅
卅
卅

卅
卅
卅

卅
卅
卅

一

廿

一
一

一
升

卅
卅
卅

卅
卅
卅

卅
卅
卅

－

＋

－

＋

卅

卅
卅

卅
卅
卅

卅
卅
卅

－

－

井
廿
桁

卅
卅
卅

卅
卅
卅

第29 表 人 工 胃 液

所　 要　 時1

／20　1 ／12　　1／6　　1／2　　1

＋　　　－　　　－　　　－　　　一一

士　　　－　　　－　　　－　　　一

桁　　 桁　　 朴　　 桁　　 桁

間 （時）6

升
朴
卅

朴
朴

卅

丑
升
卅

間　（時）2

－

－
卅

第30 表　人 工 腸 液

所　要　時1

2　　　6　　12　　24

卅
卅
卅

卅
卅
卅

い，こ の実験に よっ て本線 虫の駆虫にはピ ペラジ ン100mg

および50　mg　を究明 するこ とは 興 味あるもの と 考

察され た．

人工胃液（塩化 ナトリウ ム2 ．0　g，ペプシ ン3 －2　g，局

方希塩酸24m 凵 こ水 を加え1 ，000　ml　と し た液，　pH1

．2）　20　m凵こK20 培地培養5 日目のR ．　elongi匹z（南

株）約500 隻 （虫体は純水 で数 回洗滌し沈渣中の ものを

アトラ ンダムに集 めた）投 入し，　incubator　（37°C　60／min

）にて6 時間震蕩，　incubator 使用後は孵卵器の中で37

°Cを常 に保つ様 に計っ た．この結果 第29 表に示す如

く，成虫お よび幼 虫は5 分以 内に死 滅したが，母虫体内

幼虫，子宮内卵殻内幼 虫お よび 母虫から産下され た卵殻

内幼虫は48 時間経過して も 生 存し てい るものが 認 めら

卅
卅
卅

（　39　）

卅
卅
卅

卅
卅
卅

室温20 ±2°C

12　　24　　48　　72

－

升
丑
卅

朴
朴

卅

朴
昔
卅

6

－一

一
卅

同
一
48

卅
卅
卅

（時）
－72

升
升
卅

－

＋
＋
卅

＋
＋

卅

＋
＋
卅

－

＋
＋
丑

＋
＋

升

＋
＋
升

室温37 °C

一

一

＋
＋
升

＋
＋

朴

＋
＋
升

39

12　　　24　　　48　　　72

－　　 －　　 －　　 一

一　　 －　　 －　　 －
卅　　 升　　 十　　 －

室 温20 ±2 °C

96

朴
昔
卅

120

＋
＋

卅

144

＋
＋

升

れた．人 体の胃中におい ても卵幼虫は長時間に亘っ て生

存 し得るのではない かと推察 した．

人工 腸液（炭酸水素 ナトリウム15　9，　パ ンクレ アチ ン2

．8　gに水を加え1 ，000　m1　とした ものpH　8 ．1）に対 す

る抵抗 試験を行っ た．室 温20 ±2°C の条 件下では， 成

虫，幼 虫お よび卵幼虫は共に144 時 間経て も生存し得 る

こ とが判明した．人工湯液 のpH は日を経るに従っ て僅

かにアル カリ性が弱ま り第1 日ではpH　8 ．1が，第3 日

で はpH　7 ．9，　第6 日ではpH　7 ．8と変化 を示し た．

人工 腸液の組成分別薬品に対 する抵 抗について実験 を

行 なっ た．パ ンクレ アチ ン2 ．8g に水を加 え1 ，000　ml，pH

5．6　のパンクレアチ ン液，炭酸水 素ナトリ ウム15g

に水 を加 え1 ，000　ml　pH　10．5の炭酸水 素ナトリ ウム液
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第31 表　人工腸液組成別薬品　室温20 ±1°C

溶 液 別
虫 体

区分　1

゛ぐ と7 チll

ン液　　　卵幼虫

炭
ナ

酸 水 素
ト リウム液

純水（対 照液）

卵幼 虫
一
成　 虫
幼　 虫
卵 幼虫

試 薬 名

家兎胃液

試 液 名

所－2
要
一
3

日

－

4

数
一
5

（ 日 ）

－

7

卅　卅　卅　卅　卅　升　 朴

卅　卅　卅　卅　卅　册　 升
卅　卅　卅　卅　卅　卅　 卅

升　 十　士　一　一
廿　 十　土　一　一
桁　 桁　冊　 桁　桁

一

冊

卅　卅　 卅　卅　卅　升　什
卅　 卅　卅　卅　卅　朴　升
卅　 卅　卅　卅　卅　卅　卅

虫 体 区 分

家　 兎　腸　液

対 照 液 純 水

成　 虫

幼　虫
卵幼虫

虫 体 区 分

成　 虫
幼　 虫
卵幼 虫
一
成　 虫
幼　 虫
卵幼 虫

第 32

（pH　1．5） 中では成 虫お よび 幼虫 は1 分以 内に死 亡する

が，卵幼虫は12 時間経ても活発 に 運動 を行 うことを認

めた．家兎胃液中では成 虫お よび 幼虫と卵幼虫との抵抗

力の差は大きかっ た．

家兎腸液は，家兎腸内容物お よび粘 液を採取し遠心分

離器で沈澱物 を取 り除い た液（pH　8 ．1）を用いた．家兎

腸液中では，本線 虫はよく発育し日を経るに従っ て虫体

の数 も増大し，第24 日に至っ ても 活発な 運動を行 う成

虫お よび幼 虫が数多 く認 められた．純水培養 と比較ナ る

と， はるかに 発育お よび繁殖は良好であっ た．

表　家　兎　胃　液

所　 要　 時　 間

1／60　1 ／30　1 ／20　1 ／12　1 ／6　1 ／2

十　　　－　　　－　　　－　　　－　　　一一
土　　　－　　　－　　　－　　　－　　　一

卅　　 卅　　 丗　　 卅　　 卅　　 卅

（ 時 ）

－

－

卅

2

－

卅

第33 表　家　兎　腸　液

所　 要　 囗　数 （日）
一一
1　　　4　　　6　　　8　　　12　　14　　16

卅
卅
卅

卅
卅
卅

卅
卅
卅

卅
卅
卅

卅
卅
卅

を用いた．パンクレアチン液中では成虫，幼虫および卵

幼虫共に7 日間浸漬しても，運動活発な虫体が認められpH

は第1 日5．6，第7 日3 ．8と日を経るに従って強酸

性となった．炭酸水素ナトリウム液中では成虫および幼

虫は第4 日で僅かに頭部および尾部のみの運動を行なう

虫体が認められたが，第5 日は全く動かなくなり死滅し

た．卵幼虫は，第7 日には，運動するものが認められな

かった・pH は，第1 日10 ．5，第7 日は9 ．3と日を経る

に従って弱アノレカリ性となった．以上の結果第31 表に

示す如く比較対照の純水との差は前者パンクレアチン液

中では殆んど差がなかったが，後者炭酸水素ナトリウム

液では可成の差があり，本虫に対しては有害成分である

と見做される．

家兎胃液に対する実験は，体重2 ，000　g　の家兎を24

時間絶食させて，胃を切り開き胃液を採取し，胃液5m1

中に虫体約200 隻投入して観察を行った．家兎胃液

卅
卅
卅

卅
卅
卅

卅
卅
卅

卅
卅
卅

升
升
卅

卅
卅
卅

斗
升
廿

卅
卅
卅

升

十卜

廿

室 温20 ±2 °C

6

－一

一
卅

12　　　24

－　　 一

一　　 一
升　　 一

室温20 ±2 °C

18

卅
卅
卅

20

卅

卅
卅

升
朴
丑

＋
＋
廿

22

卅

卅
卅

＋
＋
升

R ．　elongata 　（南 株）母 虫体内幼虫，母 虫

子 宮内 卵殻内幼虫および母 虫産下卵殻 内幼

虫の生態について

尺yz晶 ぷ冶 属線 虫の繁殖は殆 んど卵胎生であ ることは

広 く知 られてい る，本線虫 も卵 胎生であ る．著 者は本線

虫の母虫から産下される諸条 件を究明 するため次の実験

を行っ た．

直径9cm のシャーレにK20 培 地30　m1　を 注いで

平板培地 とし，アトラ ンダムに集 めた 尺．ふ71　gat　a　（南

株）約200 隻宛を植えっけ て測定 温度下で5 日培養し，

これにSorensen　citrate－HCl，　pH　1．0緩衝液10　m1　を

注いで虫体お よび 卵を浮游させ，浮游液中の母虫 体内の

幼虫お よび卵 の生 態を顕微 鏡（×200－×400）下で観 察し

た．卵 は，母虫子宮内 卵殻内幼虫，母虫子宮内 の卵殻内

に幼 虫の形態 を整 えてい ない 卵（以下母 虫子宮内 未成熟

（40 ）



卵と称 す），母虫 から 産下 された 卵殻 内幼虫お よび母虫

から産下された卵殻内 に 幼虫 の 形 態を 整えていない卵

（以 下産下未成 熟卵と称す）の4 段階 に 区分した．　前記Sorensen

の緩衝液 を用い たのは， 後述 の 如くこの 緩衝

液中では成虫お よび幼 虫は速 かに死 亡するが，母虫体内

幼虫お よび卵殻内幼虫 には殆 んど害がなく長時間生存し

ており，観察を容易にす るために用 いた．この実験で示

す卵お よび母虫体 内幼虫 の 数 は 前記 浮游液をよく攪拌

し，　0．2ml 宛5 回顕微鏡下で 数 え， その 平均値 を示し

た．

温度別に よる産下条件調 査で は， 第34 表に示す如く，13

±2°Cの下で培養 を 行 なっ たものは 緩 衝液浸漬後10

分では母虫体内幼虫，母 虫子宮 内卵殻内幼虫お よび母虫

子宮内未成熟卵 が 全 卵数 の88 ％を占めてお り， 産下 さ

れ た卵殻内幼 虫お よび 未成 熟卵は12 ％に過ぎな かった．28

±2 °C下 の培養 のものでは，母虫体内幼虫は全 く認 め

られず，母虫子宮内卵殻内 幼虫および母虫子宮内末成熟

卵は全卵数 の僅 か18 ％で ，産 下 された 卵殻内幼 虫およ

び未成熟卵 は82 ％を占めてい た．なお28 ±2cC 下では

何れの段階の卵 の数 も13 ±2゜C 下の ものに 比し て少な

かった．以上 の結果，本線 虫は 室温13 ±2°C 下 が母虫

体内幼虫お よび母虫子宮内 卵殻 内幼虫が最 も多 く，胎生

に近い状態で産下し，28 ±2°C以上の高室温下で は未成

熟卵の状態で産下し， 産下後発育し幼虫 とな るのではな

い かと推察 された．

Sorensen　citrate－HCl　（pH　1．0）緩 衝液中 におけ る 虫

体お よび卵 の温度別 の 生存時 間を 観察した．第35 表 の

如く，15±1 °C下では成虫お よび幼 虫は3 分以 内に死滅

第34 表　卵の 温度別 培養による生存

虫　体　区　分

母　出　体　内　幼　 虫
母虫子宮内卵殻内 幼虫
母 虫 子 宮 内 未 成熟卵

母 虫 産 下 卵 殻 内 幼虫
母 虫 産 下 未 成 熟 卵
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培　養　温　度 （゜C）13

±2　18±2　23±2　28±2

8
102
190

25

15

15

80

150

20

15

3　　　0

12　　　3

25　　　25

15

150

13

45

した．母虫体内幼虫は144 時間経ても母虫体内で活発な

運動を行うものが認められたが，　168時間では全く動く

ものがなく死亡していた．母虫子宮内卵殻内幼虫は144

時間後には動くものが認められなかった．産下の卵殻内

幼虫も前者と同様に144 時間で死滅していた．25 ±1゜C

下では成虫および幼虫は3 分以内に死亡したが母虫体内

幼虫，母虫子宮内卵殻内幼虫，および母虫産下卵殻幼虫何

れもが72 時間経ても生存するものが認められたが，96

時間では全く動くものが認められなかった．30±1°C下

では成虫および幼虫は3 分以内に死亡した．母虫体内幼

虫はこの温度下では認められなかった．母虫子宮内卵殻

内幼虫および産下卵殻内幼虫は共に72 時間では死亡し

た．このように母虫体内幼虫，母虫子宮内卵殻内幼虫お

よび産下卵殻内幼虫は室温の高低によって生存時間が異

なっており，卵の発育と室温とは密接な関連を有するこ

とが推察された．

温度別による母虫体内の幼虫，母虫子宮内卵殻内幼虫

および母虫子宮内未成熟卵の発育変化を観察すると次の

様であった．室温 工5±1°C下では第1 図の如く，観察

第35 表　Sorensen　citrate－HCl　（pH 工．0） 緩衝 液中に於ける温度別 虫体及び卵の抵抗

温　 度

工5土1 °C

25 ±1 ゜C

30 土1 °C

虫体及び
卵の区分

成　　　　　虫
幼　　　　　虫
母虫体内幼 虫

母虫子宮内卵殻内 幼虫
産下卵殻内幼 虫

成　　　　 虫
幼　　　　 虫
母虫体内幼 虫

母虫子宮内卵殻内幼 虫

産下卵殻内幼 虫

成　　　　　虫
幼　　　　　虫
母虫体内幼 虫

母虫子宮内卵殻内 幼虫
産下卵殻内幼 虫

1／60

＋
＋
卅
卅
卅

＋
＋

枡
枡
卅

＋
＋

卅
卅

1／30

土

士卅

卅
卅

士
士
卅
卅
卅

土

＋

卅
卅

1／20　　12

一　 一

一

桁
桁

桁

－

一

卅

卅

卅

－

－

卅
卅

（　41　）

－
卅
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卅

一

卅

卅

卅

所

－
－

出　　 現
卅
卅

要
－

24

一一

一

卅
卅

卅

一

卅

卅

卅

一

一

卅
卅

時　 間 （時）

48　　　72　　　96　　120　　144　　168

一　　 一　　 一　　 一　　 一　　 －

一

桁

桁

桁

一
升

＋

＋

一

一

を

升
朴

一

卅

升

十卜

－

＋

＋

＋

一

一

得　　 ず

一

卅

升

朴

一

一

一

一

一

升

＋

＋

一

一

一

一

－

－

一

十

一

一

一

一

一

一

一

－

一
一

一
一

一

一

一

一
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第1 図　R ．　elongata　（南株） 室温15 ±1°C

に於け る卵の発育変化

－

母虫子宮内未成熟卵

母虫体内幼虫

母虫子宮内卵殻内幼虫

開始時末成熟卵は全卵（母虫体内幼虫を含む，産下され

た卵殻内幼虫および未成熟卵は含まず）の61 ％を占め

ていたが，時間を経るに従って減少し，96 時間では，0

．7％と減じた．96時間以後 は殆んど変化が認められ

ずにこの時間に至ると未成熟卵は死亡しているのではな

いかと推察される．母虫子宮内卵殻内幼虫は観察開始時

全卵の13 ％であったが，48時間では59 ％を占め，その

後時間を経るに従って減少し，96時間後には0 ．5％と減

じた．96時間後のものは卵殻内で死滅していた．　母虫

体内幼虫は観察開始時全卵数の僅か4 ％であったが，24

時間を経過すると9 ％，　48時間28 ％，　72時間80　％，96

時間では88 と時間を経るに従って数を増した，但し

母虫体内幼虫はこの緩衝液中では卵殻を脱出してから5

－6時間経ると死亡する様で，ここに表わした母虫体内

幼虫の約90 ％は死亡していたものを含んだ数である．162

時間を経過すると母虫体内幼虫は100 ％死亡してい

る．次に，室温30 ±1°C下における卵の発育状態の観

察を行うと第2 図の如く，母虫子宮内未成熟卵は観察開

始時，全卵数の75 ％を占めていたが，24時間経ると40

‰48 時間12 ‰72 時間14 ％，　96時間20 ％，　120時

間16 ％と変化し，48時間以後は殆んど変動がないのは

未成熟卵が死亡したのではないかと推察された．母虫子

宮内幼虫は観察開始時全卵数の25 ％を占めていた砿

（42 ）
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第2 図　瓦 丿ongata　（南株）室温30 ±1°C

の卵の発育変化

母虫子宮内未成熟卵

母虫子宮内卵殻内幼 虫

24 時間を経過する と60 ％，48 時間88 ％，　72時間86 ％96

時間80 ％，　120時間84 ％と変化 した．72 時間以後 の

母 虫子宮内卵殻内幼 虫は100 　％死亡 してい た．

この室温下で は母 虫内幼 虫は一隻 も出現を見得 なかっ

た．以上湿度差に よる卵 の発育 観察から，室温の比較的

低い（15±1 °C）条 件下 では，卵の発育に要する時間 は長

く，母虫 体内で幼 虫に成長 し胎生に近い状態で産下し，

高室温（30±1 °C）下 では，卵の発育 に要する時間 は短 か

く，末成熟卵又 は卵殻 内幼虫の状態で産下する のではな

い か と推察 された’

結　　 語

R ．　elongata　（南株） の卵の 母虫から 産下す る条 件を

究明す るため異なっ た温度の下で培養 を試み，更 に強酸

性液（Sorensen　citrate－HCl　pH　1　．　0）中に浸漬し生態 の観

察 を行 ない，各 種薬品お よび家兎胃液等 に対 する卵 （卵

殻内幼 虫） の抵抗性 につい て実験 を行 なっ た．

1） 瓦elongata 　（南株） は 卵胎生 であ り， 低 室温下

（15±1 °C）では卵は長時間母虫子宮内 に止っ て卵殻内で

充分発育し，母 虫体内で卵殻を脱し胎生又はそ れに近 い

状態で母 虫から産 下される も の が 多い．高室温 （30±1

°C）下では卵は 母虫子宮内に 滞在時間短 く，母 虫体内

では卵殻 を脱 せず．卵のまま産下し，産下後発育 し卵殻



を脱し て幼 虫となるものが大多数を 占めてい る・

2） 卵（卵殻内幼虫および母 虫体内幼 虫）の各種薬品に

対 する抵 抗は成虫および幼虫 と比較す ると格段 の差異を

示し てい る．例えば食酢に対 しては，成 虫お よび幼 虫は2

分以内 に死滅 するが，卵幼虫では144 時間経 過して も

生存 する ものが認められた．この様に殺菌剤，駆 虫剤，

色素剤，そ の他 に対 しても成 虫および幼 虫は短時間内に

死滅する が， 卵幼虫は数日間に亘っ て生存し ている もの

が多かっ た．

3） 人工胃液 の中 では室温37 °C下において も卵殻内

幼虫は48 時間生存してい るものが 認められた． 家兎胃

液の中では12 時間生 存してい た．

4）　R ．　elongaたZ（南株）は， 人 工腸 液の 中よ りも家

兎腸液の中の方 がは るかに よく繁殖 し，発育した．
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（　43　）

In　order　to　obtain　a　better　understanding　of　the　egg－laying　of　沢．ぶongata 　（Minami　strain ），observations

were　made　as　regards　the　deve 】opment　of　the　eggs　at　various　temperatures　and　theresistance　of　the　embryonated　eggs　to　a　strong　acid　solution　

（Sorensen ’s　citrate－HCl　with　pH　1 ．0），chemical

reagents　and　rabbit　gastric　juice．

1）　R ．　elo刀gata 　（Minami　strain 冂s 　ovoviviparous ，　in　which　case　the　eggs　hatch　while　stillwithin　the　uterus

．　When　the　female　worms　with　eggs　were　kept　at　a　low　temperature　as　15±1 °C，almost

all　the　eggs　were　able　to　develop　and　hatch　in　the　uterus ，　and　the　larvae　were　thendischarged　outside　the　female　body

．　At　such　a　higher　temperature　as　30 ±1 °C，　however ，　thisspecies

　was　oviparous，　the　eggs　being　discharged　outside　the　female　body．

2）　Embryonated　eggs　and　larvae　in　the　uterus　were　remarkably　more　resistant　than　adultsand　free

－larvae　to　chemical　reagents．　In　fact，　eggs　and　larvae　in　the　uterus　could　survive　invinegar　for　more　than　144　hours

，　while　adults　and　free－larvae　were　killed　in　it　within　2　minutes．The

same　might　be　said　of　the　resistance　to　antiseptics，　anthelmintics，　dyes　and　other　chemicals ．3

）A　few　embryonated　eggs　could　stand　a　48　hours　exposure　to　artificial　gastric　juice　at37

°C．　In　rabbit　gastric　juice　eggs　survived　for　12　hours．

4）　Eggs　in　rabbit　intestinal　juice　developed　more 　rapidly　than　did　those　in　artificial　m－

・　　　●　■testinal　juice．




